
 

（第２号様式） 
令和７年３月 28 日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立平塚農商高等学校  

令和６年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価（中間評価） 学校関係者評価 

（３月７日実施） 

総合評価（３月 28 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 

学習指導 

①生徒の基礎学力

を充実・定着さ

せ、学科併置の特

色をいかし、磨き

合う学習活動の工

夫・改善に取組

む。 

②国際化、６次産

業化を視野に入れ

た教育課程の充実

を図る。 

①生徒の基礎学力

を充実・定着させ

るための学習活動

の工夫や改善に取

組む。 

②農業科、商業科

のそれぞれの強み

をいかした授業展

開を模索する。 

 

①朝学習の教材や

指導方法を工夫す

る。また、学習活

動の充実・改善に

向けた相互授業見

学の実施、職員研

修や ICT 利活用を

推進する。 

②国際化や６次産

業化を視野に入れ

た各科の特色をい

かした授業を展開

し、各科が連携し

た取組を行う。 

①授業改善のための

研修を年３回以上実

施できたか。 

①生徒による授業評

価で授業のあり方や

学習状況について改

善が見られたか。 

②施設設備を活用

し、各学科の特色を

いかした効果的な内

容の取組ができた

か。 

 

①学習評価 WG を

中心とした全体研

修やロイロノート

研修会などの校内

研修を実施した。

公開研究授業によ

り授業見学を実施

することができ

た。 

②学科の特色をい

かし、農商の連携

につながる取組み

としてコラボ商品

の開発を行った。 

①研修等で得た知識・

技術を自身の授業に取

り込み、活用する手立

てを工夫する。 

生徒による授業評価の

結果を分析する。 

②各学科の特色ある授

業や教科間連携を継続

して模索する。 

①学校の教育活動は授

業が基本であり、生徒

の学ぶ意欲を高める工

夫について、個々の教

員だけでなく学校全体

で進めることが大事で

ある。 

②各学科の特色をいか

しつつ、教科間連携を

図った教育活動の展開

等、平塚農商ならでは

の学びの構築を進めて

頂きたい。 

①学習評価 WG を中心とした全

体研修やロイロノート研修会

などの校内研修を実施した。

①公開研究授業により授業見

学を実施することができた。

生徒の学ぶ意欲を高める工夫

を凝らした授業改善を今後も

組織的に進める必要がある。 

②学科の特色をいかし、農商

の連携につながる取組みとし

てコラボ商品の開発を行っ

た。教科間連携を図った教育

活動の展開等、平塚農商なら

ではの学びの構築を進めた

い。 

①組織的な授業改善とし

て、研修等で得た知識・技

術を自身の授業に取り込

み、活用する手立てなど年

間を通して実施する。 

①生徒による授業評価の結

果を分析し、活用する方法

を検討する。 

②各学科の特色ある授業や

特色をいかす教科間連携を

継続して模索する。 

２ 
生徒指導・支

援 

①生徒が安全・安

心に学校生活を送

るための指導を充

実させ、生徒自ら

が主体的に行動

し、新たな社会的

課題に対応できる

人材の育成を図

る。 

②責任感や連帯感

の醸成と達成感が

得られるよう生徒

主体の活動を充実

させる。 

 

 

 

①生徒が抱える不

安や悩みについ

て、情報共有を行

い早期に対応でき

る組織的な体制を

構築する。 

②学校生活のあら

ゆる場面で生徒が

自主的・積極的に

活動できるような

指導体制を構築す

る。 

②農商メディアセ

ンターを生徒が安

心して過ごせる居

場所及び授業にお

いて調査・探究で

きる施設として整

備していく。 

①生徒の不安感を

取り除くためのア

ンケートを実施

し、一人ひとりに

寄り添った指導を

行う。 

①各種活動が効率

的に進められるよ

うに指導体制を整

備する。②生徒が

積極的に活動でき

る環境整備と意識

改革を図る。 

②農商メディアセ

ンターを居心地の

よい場所として整

備し、様々なデー

タを利用者が使い

やすいようにサイ

ト集としてまとめ

る。 

①不安を抱える生徒

について、職員一人

ひとりが適切な対応

を行うことができた

か。 

①生徒が学校生活で

安心感を持てる状況

を作り上げることが

できたか。 

②部活動の登録状況

と実績。委員会の活

動実績。 

②各種行事運営等で

生徒が連携して積極

的に活動することが

できたか。 

②利用冊数、来館者

数、授業での活用数

を前年度以上とする

ことができたか。 

①かながわ子ども

サポートドックの

アンケートを５

月、９月の２回実

施することがで

き、生徒の困りを

引き出すことに繋

げることができ

た。 

①今までにカウン

セリングを受診す

ることのなかった

生徒が受診するき

っかけになった。 

 

②各種行事運営等

で生徒が連携して

積極的に活動する

雰囲気が定着しつ

つある。 

②利用冊数 1,733

冊(＋348)、来館

者数 5,767 人(＋

567)、授業利用数

107(＋45)と増加

している。 

①アンケート結果を受

けて行うプッシュ面談

の実施にあたり、面接

時間の不足を感じた。 

①アンケート結果に表

れない生徒について、

引き続き日常での観察

を行ってカウンセリン

グに繋げる努力を行

う。 

 

②生徒が積極的に活動

できる環境整備と意識

改革を図る努力を継続

する。 

②サイト集を作成し、

書架にサイトのＱＲコ

ードを付け「情報探索

カード」を掲示するこ

とにした。 

畳コーナーを新設し、

生徒のいごこちの良い

場所を増やした。 

①不安を抱える生徒の

支援については、ＳＣ

やＳＳＷ等の専門家を

積極的に活用して欲し

い。 

①ＳＮＳの利用等によ

り、子ども同士のコミ

ュニケーションの図り

方が時代と共に変わっ

てきている。学校での

指導には限界があると

思うが、正しいＳＮＳ

の利用についての講演

会を開くなどして、ト

ラブルやいじめの未然

防止に努めて欲しい。 

②生徒の居場所づくり

は大切であり、農商メ

ディアセンターがその

役割を果たしているの

は良いことである。今

後も居心地の良い場所

を増やして頂きたい。 

 

①かながわ子どもサポートド

ックのアンケートを年間２回

実施したことで、これまでに

カウンセリングを受診したこ

とのない生徒にもプッシュ面

談の機会をつくることが出来

た。そのことにより、生徒の

不安や困りを聞き出すことが

でき、カウンセラーと担任が

情報を共有することで、より

良い指導につながった。 

①アンケートからカウンセリ

ング後の振り返りまでが限ら

れた日程の中で実施される中

で、担任、担当者、カウンセ

ラーの負担が大きくなってい

る。 

②部活動の登録状況や委員会

の活動実績については、特に

進展は見られなかったが、各

種行事運営等で生徒が主体的

に取り組む雰囲気が定着して

きた。 

②メディアセンターの来館者

数･利用冊数･授業での活用数

は前年度以上とすることがで

きた。 

①年間２回のかながわ子ど

もサポートドックの実施に

ついて、他の学校行事に配

慮した日程を検討し、担

任、担当者およびカウンセ

ラーの負担を軽減できるよ

うな日程を検討する。 

①アンケート結果に頼るこ

となく、結果に表れない生

徒に対しては、今までと同

じように日頃からの担任及

び教科担当による生徒への

声掛けや観察が必要だと思

われる。 

 

②生徒が積極的に活動でき

る環境整備と意識改革を図

る努力を継続していくこと

が大切と思われる。 

②農商メディアセンターが

生徒の居場所としての役割

を果たすとともに、効率的

な情報検索や本の貸し出

し、返却方法などについて

も整備拡張を進めていきた

い。 

 

３ 
進路指導・支

援 

①社会の動向に柔

軟に対応できる産

業人として、産業

構造の変化や社会

のニーズ等に対応

した人物育成を推

進する。 

①地域社会からの

期待に応え、様々

な産業においてし

なやかに活躍する

人材の育成を図

る。 

②専門的な学習を

①進路支援体制の充

実を図るとともに、

日常的なビジネスマ

ナー教育をより一層

推進し、社会人に求

められる基礎的な力

を育む。 

①進路相談体制や 

進路学習会等の充 

実が図られたか。 

①社会で必要とさ 

れる基本的なビジ 

ネスマナーを身に 

付けさせることが 

①進路 G の教員が

当番制によって進

路指導室に常駐す

ることで、きめ細

やかな進路相談体

制を整えることが

できた。 

①②生徒の進学志向が

高まる中、各種上級学

校の教育内容や入試の

多様化等に関する教員

の知識不足から、生徒

の学校選びに向けた指

導・助言に苦慮してい

①進路指導室の当番体

制の構築は、生徒にと

って窓口が明確とな

り、助かると思う。 

①②高校生活は大人へ

の準備期間と考える。

社会の動向に柔軟に対

①当番制による進路相談体制

を充実させたことにより、３

学年のみならず２学年生徒の

進路室利用者数も増加した。 

①他グループや学年団、各教

科との連携により、学校生活

のあらゆる場面を通して、社

①当番体制の仕組みを充実

させるとともに、ＨＲ担任

とも連携を図りながら、１

年次から意欲的に進路室を

活用し、見通しを持って進

路活動に取りむよう促して

いく。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価（中間評価） 学校関係者評価 

（３月７日実施） 

総合評価（３月 28 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

②キャリア教育の

充実を図り、高い

専門性を持つスペ

シャリストを育成

する。 

 

 

 

通して身に着けた

知識・技術をいか

しながら、社会に

貢献しようとする

意欲と態度を身に

付けたスペシャリ

ストを育成する。 

 

②高校での学習活動

と実社会における職

業生活とのつながり

について考えさせ、

見通しを持ち主体的

に学習に取組むよう

支援する。 

できたか。 

②日常の学習や資 

格取得への取組み等を

通じ、専門分野に関す

る実践的な知識・技術

の定着が実現できてい

るか。 

①日常的なビジネ

スマナー教育 

に力を入れるとと

もに、３学年就職

希望者に向けては

外部講師による実

践的な研修会を実

施できた。 

②進路実現に向

け、必要となる知

識・技術の習得や

資格取得に励む様

子が見られた。 

るとの声が上がってい

る。組織的な進学指導

力の向上を図るため、

校内研修等の実施が求

められる。 

応できる産業人を育成

して欲しい。 

①②進路指導室の先生

や担任の先生のアドバ

イスを聞いたり、様々

な情報ツールを使った

りする等、主体的な活

動により、進路実現に

結び付けて欲しい。 

 

会人として必要とされる基本

的なビジネスマナー等を身に

つけさせることができた。 

①進学希望者が増加傾向にあ

る中、専門学校の分野選択や

学校選択に向けた効果的な支

援や助言ができるよう、職員

研修を実施した。今後は、大

学・短大等の進路指導に関す

る知識やスキルの底上げが課

題である。 

②進路実現への目標を定め、

見通しを持って学習や資格取

得等に熱心に取り組む生徒が

いる一方、進路実現への意欲

が乏しい生徒も散見される。 

①外部講師の協力も得なが

ら、上級学校の最新の入試

制度や、時代の変化に対応

した新しい学問分野等に関

する教職員の知識向上を図

るため、校内研修を充実さ

せる。 

②各学科の専門的な学びを

基盤とし、生徒一人ひとり

が意欲を持って主体的に進

路実現に取り組んでいける

よう、様々な情報ツールも

活用しながら進路指導体制

の見直しと拡充を進める。 

４ 
地域等との協

働 

①農業科や商業科

の専門教育活動に

ついて積極的に地

域に広報し、ＰＲ

するとともに、魅

力ある学校づくり

を推進する。 

②農業科、商業科

それぞれの高い専

門性の知識と技術

をいかしつつ、社

会に貢献すること

ができる生徒を育

成する。 

①農業科・商業科

における専門的学

びの魅力を広く発

信し、ＰＲしてい

く。 

②地域協働や産学

官連携等、様々な

取組を行い、地域

の特性を生かした

学校づくりを推進

する。 

①学校ＰＲの機会

拡大と、内容充実

を図り、本校の魅

力を広く伝えてい

く。 

②地域の幼小中学

校や地域団体との

連携（見学・体験

学習・企画参加

等）を深め、地域

から求められる学

校を目指す。 

①学校説明会の依頼

実績、学校説明会・

体験入学等の参加率

やアンケート集計内

容等の実績。 

②地域からの依頼実

績や協働の機会拡大

に努められたか。 

①中学校からの説

明会実施依頼につ

いては、生徒対象

だけではなく、保

護者対象にも対応

し、本校の魅力を

伝える機会として

いる。 

②近隣小学生の体

験学習、その他教

育機関との連携、

地域イベントへの

参加や協力を継続

して実施してい

る。 

①中学校などから依頼

のあった説明会におい

ても本校生徒の実際の

声を届ける手法につい

て検討していきたい。 

②本校の持つ魅力と本

校ならではのできるこ

とを明確にし、地域に

発信していく方法を検

討していく。 

 

①平塚農商高校の学校

説明会や体験入学は分

かりやすく、中学生が

参加することで、興味

や関心を持つことが多

いと思う。 

②既に多くの事業を展

開し、地域から好評で

あり、生産物の人気も

高い。先生方も大変と

思うが、これからも引

き続き、地域への貢献

と学校ＰＲを続けて欲

しい。 

①専門的学びの魅力を多くの

機会を利用しＰＲすることが

できた。また、その魅力を活

用した広報に努め、体験入学

や説明会をとおして中学生や

その保護者に本校教育活動に

ついて理解してもらうことが

できた。 

 

②地域や近隣学校からの依頼

も増え、協働の機会を拡大

し、地域から求められる学校

づくりを推進することができ

た。 

①少子化、授業料無償化等

による地域の受験生減少傾

向に対し、専門高校におけ

る専門的学びの魅力に加

え、就職のみならず、上級

学校への進学手段としての

専門高校の魅力を伝えてい

く。 

 

②地域からの依頼に対応す

るための人的・時間的課題

が残される。本校ならでは

のできることを明確化し、

地域と学校それぞれに有益

である協働について模索し

ていく。 

５ 
学校管理 

学校運営 

①信頼と期待に応

える学校づくりを

推進するため、事

故・不祥事防止を

徹底し、教職員の

意識醸成や校内環

境及び組織体制の

整備をする。 

②安心で快適な教

育環境の整備のた

め、生徒と向き合

う時間を確保する

ための教員の働き

方改革の実現と、

組織的・計画的な

学校安全管理を推

進する 

①定期的な不祥事

防止研修会を実施

し、教職員の危機

管理意識を高め

る。 

②ＩＣＴを活用し

た校務の効率化と

勤務時間を意識し

た業務や会議内容

を精選する。 

②災害特性を踏ま

えた避難訓練及び

危機管理マニュア

ルに基づいたチェ

ック体制を着実に

実施する。 

①不祥事防止研修

会等を計画的に実

施し、情報共有す

る。また、報告・

連絡・相談を円滑

に行い、不祥事防

止に努める。 

②職員一人ひとり

が勤務時間を意識

するとともに、校

務の効率化を図

る。 

②生徒・職員対象

の ＤＩＧ研修や計

画的な防災避難訓

練を実施する。 

①事故・不祥事件数

ゼロを達成したか。 

②勤務時間後の退勤

を促すとともに、自

己研鑽や教材研究に

向けた時間を確保す

ることができたか。 

②生徒・職員対象の

災害特性を踏まえた

ＤＩＧ研修や計画的

な防災避難訓練の実

施により、防災意識

を高めることができ

たか。 

①不祥事防止研修

会等を計画的に進

めている。 

②校務の効率化を

務めているが、全

体的に勤務時間の

意識ができていな

い。 

②防災訓練は計画

的に実施してい

る。また、DIG 研

修は計画中であ

る。 

  

 

 

①年度途中での点検・

確認事項の一部変更が

あった。改めて職員全

体での共通認識の場が

必要である。 

②会議等で延長してし

まうことがある。事前

の要点整理、終了時刻

も示すなど、効率化を

目指す   

②想定していない災害

が増えているので、改

めて対応策を検討す

る。 

①今後も事故や不祥事

防止に努めて欲しい。 

②災害や火災などの事

故は必ず起こると考

え、対応策について

は、日常から意識して

想定しておいて欲し

い。 

①不祥事防止研修会等を計画

的に進め、不祥事件数ゼロを

達成できた。 

②校務の効率化を務めたが、

勤務時間の意識が全体的には

できなかった。また、自己研

鑽や教材研究に向けた時間を

確保があまりできなかった。 

②防災訓練は計画的に実施し

た。また、DIG 研修についても

オンラインで実施した。 

  

  

  

①大きな事故はなかった

が、細かなミスは発生して

いる。改めてミスのない慎

重な対応を意識する。 

②会議等では、事前に資料

を配布し、開始時刻と終了

時刻通りに計画的にすすめ

る。また、業務の効率化を

すすめるための環境整備を

行う。 

②想定外の災害にも対応す

るとともに、生徒の防災意

識を高める教育を行う。 

 


